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斎藤武雄顧問　追悼

名 誉 会 長 鈴 木 三 郎

　当協 会 顧 問斎藤武雄 博 士 に は 、 平成 7 年 1 月 28 日か ね て 長期療 養中で あ られ

た青森 県平 賀町 の 入 院先 で 不帰 の 客 とな られ た 。 九 十 二 歳の 長寿 を全 うせ られ

た と は い え 、 長年 に 亙 り親交 を忝 う した迂 生 と して は 痛惜 の 念 に堪 えない 次 第

で あ る 。 ま た 密葬 の た め 初 め て お 知 らせ の あ っ た 後 日の 告別 式 に は 当然 参列 す

べ き間柄 で あ りなが ら、 既 に寒冷 期東 北の 旅 に堪 え られ ぬ 老弱 の 身 で は そ れ も

叶わ ず 、 今以 て 申 し訳 ない 気 持 ちで
一

杯で あ る 。 そ こ で 迂 生 と し て は 、 弔辞 に

も相 当す る 内容 の 学界 に お け る御 業績 、 日本 ヤ ス パ ー ス 協会 へ の 御 貢献 を 称 え

た 長文 の 弔電 （告別 式 で 披露 して い ただ い た） と御香華料 をお 送 りした の が 、

せ め て もの こ とで あ っ た 。 （なお 本協会会員 へ の 御知 らせ が か くも遅 延 したの

は 、 訃報 に 接 した の が前 号 の 発行 直後 で 、 本誌が 隔年 発行 の 故 で あ る こ と を御

了 承 願 い た い
。 ）

　想 え ば大 兄 と迂 生 との 出会 い は 、 終戦 直後創 立 せ られ た 日本哲 学 会 の 発 足 間

もない 昭和 25年 頃 の 大会 （年次 も会場 も老 生 の 記 憶で は 不詳）に お い て で あ っ

た 。 迂 生 が 『実 存 とい う仮 説 に っ い て 』 と題 す る研 究発 表 と質疑応答 を終 えて

喫烟 の た め 廊 下 に 出た 所で 、 後を追 うよ うに 出て 来 られ た大兄 に 声 をか け られ

た の で あ っ た 。 お 話 に よ れ ば 、 弘前大 学人 文 学部 教授 の 大 兄 は 既 に ヤ ス パ ー ス

の 『哲 学』全 三 巻 を御所 持 で あ る が 、 ど うも理 解 し難 い 所 が 多 くて 困 っ て い る 。

こ れ か ら本 格 的 な 研 究 に 取 り組 み た い の で 、 宜 し く御指導願 い た い
、 との こ と

で あ っ た 。 同学 の 誼 み と は い え 、 年 少 の 迂 生 に 対 して こ の よ うな語 りか け をな

さる とは 、 何 とい う率直か っ 謙虚 な御人柄で あ ろ うか と
、 私 は こ の 時 の 感 銘 を

忘れ 難 い の で あ る 。

　 爾来 、 約 四 十五 年 の 長 きに 亙 っ て 我 々 は 研 究協 力者 の 道 を歩 む こ とに な っ た

の で あ る が 、 大 兄 は 、 昭 和28年創 立 され た 「ヤ ス パ ー ス 協会」 の 熱 心 な 地 方会

員 と し て 各 種行 事 （研 究発表 、 学際 ・国際交流の 講 演会）や ヤ ス パ ー
ス 原 著の
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共 訳 事 業 に も出来 る限 り参加 され 、 交友 の 輪 は 次 第 に 広 が っ て い っ た の で あ る 。

ま た 大 兄 は 、 文 通 に よ る以 外 に も 、 母 校 文理 大 の 哲学会や 他 の 所属 学界 に 出席

の た め 毎年 上京 の 度毎 に 迂生 と連絡 を と っ て 会談の 機会 を もた れ 、 時に は 資料

入 手 の た め 更 に 足 を延 ば し て 何度 か 鎌倉の 拙宅を訪問され た こ と もあ っ た 。 そ

の 頃 、 談 偶 々 拙著 『実存』 （戦 前 か ら終戦 直後 まで の 論 文集 ） に 及 ん だ時 、
「優

に 学位論 文 に価 す る j とまで 激 賞 され 、
い た く恐縮 した こ とも懐か しい 想 い 出

で あ る 。

　 大兄 の 稀 に 見 る旺 盛 な 研 究意欲 か ら産 出せ られ た 論 著は 驚嘆す べ き数に 上 り 、

『ヤ ス パ ー ス にお け る絶 対 的 意識 の 構 造 と展 開』（昭和 36年 、 創 文 社 ） （学位 論

文 ）、 『ヤ ス パ ー ス 研 究 』（昭 和 37年 、 理 想 社 ）は そ の 代表 的 な もの で あ り 、 論 文

集 『ヤ ス パ ー
ス の 政治 哲 学』 『ヤ ス パ ー

ス の 教育哲学』は 、 今 日脚光 を浴 び て

い るヤ ス パ ー ス 哲 学の 実践 的応 用 面 へ の 先駆 的業績 で あ っ た 。

　 な お 、 博 士 の ヤ ス パ ー ス 研 究 ・普及 へ の 思 い 入 れ の 深 さを 示 す もの と して 忘

れ て な らぬ の は 、

「日本ヤ ス パ ー ス 協会東 北 支 部 」 の 熱 心 な 運営 で あ る 。 こ れ

は 、 ヤ ス パ ー
ス 生 誕 百年祭 （バ

ー ゼ ル 大 とハ イ デル ベ ル ク 大 が 共 催会 場 ） に

「ヤ ス パ ー ス 協会 」 理 事長 と して 参加 し て 絶大 な感動 を 覚 えた 迂生 が 帰国後 、

当時 各 般 の 事情 に よ っ て 沈滞 して い た 協会 の 活 動 を再 び 活性化 す る為 に再 発 足

させ た 「日本 ヤ ス パ ー
ス 協 会 」 の 会則 に あ る支部 規 定 に 準拠 して 、 博 士 が 率先

設 立 さ れ た もの （弘 大 哲 学科 の 教員 ・卒業生 ・在 学 生 ・市 民 の 有志 が 会 員 ） で

あ っ た 。 そ して 博 士 は 支部年 次 学界 に お い て 自 ら も毎 回 必 ず 講 演 （研 究発 表 ）の

労を 惜 し まず 、 後進 の 指導 に 当 られ た の で あ る 。 長 年 に 亙 る こ の よ うな 御努 力

が 弘 大 人 文 学部長 、 弘 前 学 院大 学 長 （弘 大 定年 後 ） の 激 職 の 傍 ら も続 け られ た

こ とは 驚 くべ き こ とで あ る 。 しか し御老齢 の た め長 期入 院 が 決 定的 とな っ た 時

点 で 、
こ の 上 の 支 部 運 営は 不 可 能 と判 断 され 、 幹事 と も御 協議 の 上 、 東北 支部

の 閉 止 を遺 言 され て い た と推 察 され る 。 　　 博 士 の 御他界 に 伴 う
一

切 の 行 事終

了 後 間 もな い 頃 、 そ の 旨の 届 出が 協会本部宛寄せ られ た の で あ っ た 。 博 士 と し

て は 洵 に 心 残 りの こ とで あ られ た と思 うの で あ る が 、 迂 生 は 、 い つ の 日か 愛 弟

子 の 方 々 の 中か ら支部 再 興 を 図 る士 の 現 れ る こ とを 切 に祈 っ て や まない 次第 で

あ る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 合 掌
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